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Effect　of 　sucrose 　concentration 　on 　molecu ！ar 　weight 　of 　pullulan　formed．＊ MluRA ，　Y ．，

　　H ．ARIMA ，
　and 　S。　UEDA 　（DePartment　ef ∫Foed　Sbience　and 　Techttotag丿，　Fdetel産γ　of 　Ag η

’−

　　cuJtare，　Kpmshu　O 励 ers吻P，　Hdrozaki，」Uigasゐi−ku，」陬 勧 尭α）Hakkokogak 皿 55 ： 80−83．
　 　 1977．・

　　Pullulan　fermentation 』y　Au 脚 basidittmρ凵〃ulans 　was 　investigated　to　61arify廿1e

effect 　 of 　sucrose 　concentration 　 on 　the 　 mQlocu 王ar 　weight 　of 　the　pu皿ulan 　fbrmed．

　　In 血 e　cult 肛 e　media 　containing 　2．5
，
5and 　10％ suc 鵬 e

，
出 e 　molecular 　we 量ght　of

the　pullulan　fbrmed 　had　a 　 maximum 　 value 　 of 　5　x 　105　 a氏er 　48　hr一  ltivation．　 On
血 rther 　incubation，

　the　mo ！ecular 　weight 　decreased　graduany 　and 　teached 　2　x　105　after
144hr．　 In　the　case　of 　15％ sucr αse

，
　the　molecular 　weight 　o負he　pullulan　had　a　constan 亡

value 　of 　5．5 × 105　during　the 蝕 mentation ．　 The 　enzyme 　which 　caused 　the 　decrease　in

the　molecUlar 　weight 　of 　the　pullulan　f（）rmed 　seemed 　to　be　inhibited　at　pH 　values 　between

2．3and 　2．5．

　プ ル ラ ン 培養液の流動特性値 は 培養経過時間 に よ っ

て 大きく変動す る．そ の 変動は主 と して 菌体量 お よ び

そ の 形態の 変化 に依存 し， プ ル ラ ン 生成量 との 関連 は

少 ない と考え られたが ， そ の際 ， 培養過程 に お ける生

成 プ ル ラ ン の 分子量の 変化 につ い て さらに検討す る必

要 の あ る こ と が示唆 された．1）分子量 に 関する知見 は，

プ ル ラ ン 培養液の レ オ ロ ジー的性質を理解す る上 に 重

要 で あ る と同時1こ ， 合理的 な プル ラ ン生産 に 対 して も

有用であ る と考えられる，2）

　本報で は， 炭素源 と して sucrose を2．　5A・15％含む培

地を使用 して プル ラ ン 生産培養を行 い ， 生成 プル ラ ン

の分子量を決定すると ともに ， 培養液 の流動特性を 調

べ
， そ れ らを 比較検討した．また ， 培地中の sucrose

濃度の プ ル ラ ン 分子量へ の 影響に つ い て考察した．

実　験　方　法

　使用菌株および培養方法　　使用菌株 は ， プ ル ラ ン

生産菌，　Aureebasidium　Puttulans　S・1s｝で ある．培地 は 既

報
S）の もの を用 い ，炭素源と して 前培養 に は glucose

を 5 ％　本培養に は sucrose を2．5
，
5

，
10

，
15％含む

もの を使用 した．培養 は 500ml 容坂 ロ フ ラス コ を使

＊ プ ル ラ ン 培養液 の 流動特性 に 関 す る研究 （第 3 報）

　Rheological　Properties　of 　Pullulan　Broths （III）

用 し，既報の 方法
1） に した が っ た．

　粗プル ラ ン 量，菌体量の 定量　　上田の 方法
S）に 準

じた．

　粘 度 の 測定　 　培養液 の 粘度の 測定 は，前報
i｝と同

様 に ， 円錐板型回転粘度計を使用 した．

　培地 中の sucrose の 定量 　　培養液から菌体， な

らび に 粗 プ ル ラ ン を 除去 した 分析試料を ，
O．OI　N 　HCI

を用 い て 沸 とう水浴中で 15分間加水分解 を行 い 残存 し

て い る sucrose を 還元糖 に か え た 後 ， これ を ミク ロ ベ

ル トラ ン法 に て 91ucoseと して 定量 し sucrose 量 と し

た．

　分子量 の 測定　　分子量 はオ ス トワ ル ド粘度計を用

い ， 既報の 方法
4・　fi〕　ecした が っ て 決定 した．測定 に供

したプル ラ ン は， 粗プル ラ ン を田 口 らの 方法
5）

に した

が っ て 精製 した もの で あ る．

実験結果および考察

　培養経 過

　1．　 プ ル ラ ン生成量　F量g．1 は初発炭素源濃度の 粗

プ ル ラ ン 生成量お よ び残糖量 に対する 影響を示 した も

の で ある．最大粗 プ ル ラ ン量 は，培地 中の初発 sucrose

濃度 を 2．5・vlO ％ と増す に つ れ て 増加 して い るが，15

％ の 場合 に は10％ の 場合 よ り少な くな っ た．こ の 結果 ，
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Fig，6．　Effect　of 　initial　pH 　on 鵬 olecular 　weight

　　 of 　pul1Ulan．　1

　　量nitial 　pH ： 05 ．O，06 ．0
， ● 7．0

，   8，0．
　 　 　 　 　 　 　 　 1

sucr （mse の 約35％ は資化 されず に培地中に 残 っ た．初

発 pH 　7，　8 で は ，　 pH は徐 々 に 低下 し培養時間48時間

以 降 4 付近 で あ っ た．こ の 場合の 生成 プ ル ラン の 分子

量の変化を Fig．6 に示した．初発 pH 　6， 7，
8 の 場合 ，

分子量 は培養時間48時間付近が最大 となりそ の 後徐 々

に 減少 した．一
方，初発 pH 　5 の 場合，分子量 は 7．5 ×

10s前後で 培養期間中ほぼ
一

定 で あ っ た・

　以上 の結果 よ り， プ ル ラ ン 生成 と並行 した分解酵素

の 生成が示唆され る と と もに ，こ の 分解酵素は，2．3〜

2．5と低 pH 範囲に お い て は そ の 活性が抑制され，9・tO）

こ の ため初発 sucrose 濃tw　15％，な らびに 初発 pH 　5

の場合，分子量 の低下がみ られない もの で あろ うと推

察 され た．

　な お，分子量 低下 に 関与す る酵素に つ い て は，さ ら

に 検討 が 必要で ある と考え られ る．

要 約

1．　 プ ル ラ ン 分子量 は ， 初発 sucrose 濃度2．5
，
5，

10％ の 場合，培養時間 48時間付近で 最大約 5× 105に

達 し，そ の 後徐 々 に減少 して 144時間付近 に お い て は 約

2×10sで あ っ た．　 sucrose 濃度15％ の 場合72時間付近

で 分子量は約 5．5× 105に達 し，そ れ以後ほ ぼ
一定で あ

っ た．

　2・　 プル ラ ン 分子量 の 低下 に 関与する分解酵素は ，

培養液の pH が 2．3〜2．5と低い 場合 ， そ の 活性が抑制

され る もの で あろうと推察 され た．

　3， 生成プ ル ラ ン の 分子量 は，培養液 の 流動特性の

変化 に 影響を与え る因子の 一つ で あろうと考 え られ た．

　　本研究の
一部は， 第13回化学関連支部合同九州大会 （昭 和 5呈年，

　 福岡） に おい て発表 した ．
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